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	 はじめに
発想・創造・創意工夫で 
仕事をおもしろくしよう

毎日のいつもの生活，仕事の中で，「何かおもしろいことはないかな～」

と，思うことがあります。「おもしろいこと」をつくることが仕事のか

たもいらっしゃるかもしれません。

「おもしろいこと」とはどのようなことでしょうか。冗談を言って笑

うこと，ふざけることも，おもしろいことです。

しかし，「仕事がおもしろい」というのは，自分の好きな仕事をして

いるとき，やりがいのある仕事をしているとき，職場の人たちとチーム

ワークで何かをやりとげたとき，お客さまに「ありがとう」と言われた

ときなど，仕事に積極的，能動的に取り組んでいるときに感じるのでは

ないでしょうか。

このように仕事をするには，職場の問題を解決しようという意志，もっ

と良くできるのではないか，改善しようというやる気，仕事を楽しもう

とする心構え，さらに，それらをロジカルに考え，具体的に実行するた

めの方法を身につけることが必要です。

このテキストでは，問題の発見から解決，職場の改善・改革を，「発想」，

「創造」，「創意工夫」をキーワードに考えていきます。

毎日のいつもの生活，仕事があるということは，ある意味では，とて

も幸せなことです。しかし，経済状況，社会環境など変化の激しい世界

で，企業が，また，企業で働く私たちが生き残っていくためには，私た

ち自身が変化しなければなりません。

どのように仕事をしたら，「おもしろい仕事」ができるのか，毎日，

積極的に考え，アイデアを出し，行動しましょう。

本講座が，創意工夫をしながら，職場を活性化するヒントになること

を願っています。
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先行きの見とおせない経済状況が続き，国内市場の伸びが期待できな

い中で，各企業は海外市場に活路を模索するなど，生き残りをかけた厳

しい経営を強いられています。

経営とは「常に倒産に向かう力との戦い」とも言われていて，日々の

経営活動は「競合に勝つための活動」でなければなりません。同業者す

べてが，同じ条件下にあります。つまり，自分たちの会社だけがこのよ

うな状況に置かれているのではないということを理解しなければなりま

せん。私たちがこのことを，どれだけ深く認識しているかどうかで，私

たちの仕事の中身も変わり，会社全体での活動にも大きな差が生まれ，

業績の差につながっていきます。

厳しい経済環境下では，日々の仕事そのものが会社の生き残りをかけ

た戦いであり，改善・改革の手を次々と打っていかなければなりません。

現状でよいと考えた時点から下降線をたどるのが会社経営の宿命であ

り，蓄えた資金も商品価値もあっと言う間に消えてしまいます。継続的

改善を求めている理由がそこにあるのです。

「私たちの職場はもう改善するところがない」，「改善はやりつくした」，

「何を改善すれば良いのか」といった声をよく聞きますが，このような

経営とは

経営活動

継続的改善

第1章

改善・改革を実現する
発想・思考のすすめ方

	 1	 課題を発見することが最優先事項
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第 1 章　改善・改革を実現する発想・思考のすすめ方

はやく，安く，
より良いもの

課題を発見する力

改善活動

使命感

感覚・雰囲気が職場に蔓延する会社は，その時点で停滞し市場競争に打

ち勝つことはできません。常に市場競争の中にあり，他社よりはやく，

安く，より良いものを，という思考で自分の職場を見ることによって，

多くの課題が発見できるのです。

職場では，一人ひとりの課題を発見する力が必要です。課題が見えな

い人がいくら改善活動を実践しようとしても，課題がないのですから改

善はできません。重要なことは，「改善しろ！」と言われるから，「やる？」

というのではなく，使命感を持って，自らが課題を発見し，その課題を

解決するということです。

何が問題なのかがわかれば，その問題を解決する手法・方法・手段は

たくさん存在しています。その手法を駆使できる人，データを解析でき

る人，技術に詳しい人などの人材が集まって改善チームを設立すれば，

必ず解決策を生み出すことができます。

こうして課題・問題点の発見は最優先で取り組むべき活動と言うこと

ができます。

会社は利益をあげることによって社会に貢献しています。そのために，私たち

は，「思想」（考え方），「武器」（ツール），「活動」の 3 つの点を職場の共通認識

として持って働くことが重要です。

思想

マーケットインの思想

品質保証の思想

事実にもとづく思想

・顧客指向
・次工程指向

・市場競争への対応（社外）
・次工程への対応（社内）

・保証項目，品質責任の明確化

・現場，現物主義

事実を正しく捉える道具 ・統計的手法，科学的管理手法，システム化

事実を正しく捉える目

業務の改善

日常の管理

・問題の解決 再発防止策が重要

・早期発見，早期処置する行動力

・自己啓発，相互啓発

武器

活動

各人の自主管理

共通認識を持って働こう


